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＜自律神経節刺激薬＞
　　代表的薬物・・・天然アルカロイド ： ニコチン、ロベリン

　　　　　　　　　　合成アルカロイド ： DMPP、TMA
　　薬理作用　・・・末梢神経系・・・少量 → 刺激、 大量 → はじめは刺激、のち麻痺

CNS　　  ・・・適当量 → 振せん、 大量 → 振せん後に痙攣
心血管系　・・・初期（血管収縮、血圧上昇、徐脈）→ 後期（血管拡張、血圧低下、頻脈）

消化器系　・・・副交感神経節の刺激 → 腸の調子や活動↑

＜自律神経節遮断薬＞

　　代表的薬物・・・競合的節遮断薬　 ： ヘキサメソニウム、トリメタファン、TEA

　　　　　　　　　　脱分極性節遮断薬 ： ニコチン

　　薬理作用　・・・① 交換神経節の阻害 → 血圧低下（起立性低血圧）

② 一般に神経節の阻害 → 膀胱・消化管の無緊張、口内乾燥症、発汗抑制

＜生体内の種々の効果器における交感神経あるいは副交換神経緊張の優位性と、自律神経遮断に伴う効果＞

	部位
	優位緊張
	節遮断の効果

	小動脈
	交感神経（アドレナリン作用性）
	血管拡張、末梢血流増加、血圧降下

	静脈
	〃 　（　　　　〃　　　　）
	血管拡張、血液貯留、

静脈還流の減少、心拍出量の減少

	心臓
	副交感神経（コリン作動性）
	頻脈

	虹彩
	　　〃　　（　　 〃 　　）
	散瞳

	毛様体筋
	　　〃　　（　　 〃 　　）
	毛様体筋麻痺

	胃腸管
	　　〃　　（　　 〃 　　）
	緊張と運動性減少、便秘

	膀胱
	　　〃　　（　　 〃 　　）
	尿貯留

	唾液腺
	　　〃　　（　　 〃 　　）
	口内乾燥

	汗腺
	交感神経　（コリン作動性）
	無汗症
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